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決算説明会のポイント

●世界不況の影響を受け、２０１０年３月期決算は減収減益

●●不況期でも安定した財務体質

●●新中期経営計画 ＡＣＴ２０１２

２



DAIICHI JITSUGYO ASIA PTE. LTD.

DAIICHI JITSUGYO (THAILAND) CO., LTD.

DAI-ICHI JITSUGYO (MALAYSIA) SDN. BHD.

DAIICHI JITSUGYO (PHILIPPINES), INC.

DJK  EUROPE  GMBH

上海一実貿易有限公司

第一実業(香港)有限公司

DAIICHI JITSUGYO (AMERICA), INC.

・ DJKグループは、世界４軸体制を基軸として米州・欧州・中国・東南アジアに軸を置いた海外戦略を展開

・ 第一実業（広州）貿易有限公司 と PT. DJK INDONESIA を新たに連結の範囲に含める
3

株式会社第一メカテック

株式会社ＤＪＴＥＣＨ

第一実業ビスウィル株式会社

第一実業(広州)貿易有限公司

PT. DJK INDONESIA

３

グループ概要



ＣＯＮＴＥＮＴＳ

Ⅰ ２０１０年３月期実績

Ⅱ 前中期経営計画実績

Ⅲ 新中期経営計画

Ⅳ 株主還元

４



単位：百万円

・ 企業の設備投資の抑制に加え、深刻な雇用情勢や個人消費の低迷などの影響を受け

売上高、営業利益、経常利益、当期純利益とも低調に推移

▲１,０２１１,３８４３６３当 期 純 利 益

▲１,８５０３,０９２１,２４１経 常 利 益

▲１,９５１２,８９３９４１営 業 利 益

▲４２,２２７１２７,２８５８５,０５８売 上 高

増 減０９年３月期１０年３月期摘 要

５

業績概要（連結）



0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0

10

20

30

40

50

60

70売上高 営業利益 当期純利益

0.4%

1.5%

1.1%

13.1%

―

売上高比

10/308/3

11111.2%14312.8%17313.8%17113.1%148売上総利益

金額売上高比売上高比金額金額売上高比 金額売上高比金額

4

12

9

851

1.1%

2.4%

2.3%

―

2.2%

4.0%

3.9%

―

30

54

53

1,351

27

48

46

1,233

2.1%

3.7%

3.5%

―

142.2%24当期純利益

313.9%41経 常 利 益

1,273―1,129売 上 高
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09/3

3.8%

07/306/3

40営 業 利 益

（億円）

・ 売上高８５１億円（前期比３３.２％減）、営業利益９.４億円（前期比６７.４％減）、経常利益１２.４億円（前期比５９.８％減）
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６

２０１０年３月期 決算実績（連結）

（億円）
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2009年3月期
受注残高
404億円

2010年3月期
受注高
705億円

2010年3月期
売上高
773億円

2010年3月期
受注残高
337億円

その他の業種

プラスチックス・セラミックス
関連

自動車・鉄鋼・金属関連

エレクトロニクス関連

エネルギー･ガス・石油･

化学・エンジニアリング関連

・ ２０１０年３月期の受注高は、７０５億円

・ ２０１０年３月期の受注残高は、３３７億円

（ 「その他の業種」 の受注残高には、紙・パルプ関連、医薬品・食品関連、航空関連などが含まれる）

７

２０１０年３月期 受注高および受注残高実績（単体）



単位：億円

・ 世界同時不況の影響が特に大きく、広範な納入先業種で受注高・売上高ともに低調に推移

１６２１７５その他の業種

８２９５自動車・鉄鋼・金属関連

７５９７エンジニアリング・建設関連

２０２８２エネルギー開発生産・ガス石油精製・化学関連

１６２１７１エレクトロニクス関連

７７３７０５合 計

９０８５プラスチックス・セラミックス関連

売上高受注高業 種

８

セグメント概要（単体）



海外売上高（連結）
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46米 国

（億円） （％）

・ 海外売上高はすべての地域において大幅な減少となった
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・ 世界的な経済不況の中でも財務の健全性を確保

１０

自己資本比率・ＲＯＥ・ＲＯＡ・有利子負債・ＤＥＲ（連結）

自己資本比率
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20▲7▲11投 資 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

717855現 金 及 び 現 金 同 等 物 期 末 残 高

▲4▲42▲82財 務 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

▲686530営 業 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

▲48

10/3

58

07/306/3

19フ リ ー キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

（億円）

・ 営業キャッシュフローの減少は主に仕入債務や前受金が減少したことによる

・ 投資キャッシュフローの増加は有価証券の売却による

・ 財務キャッシュフローの減少は配当金の支払いや長期借入金の返済を行ったことによる

単位：億円

１１

１９

▲６３

５８ １６
２

４９７９

▲４８ ▲５２
▲０.２

キャッシュフロー計算書（連結）
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（億円）

2010年3月期
受注残高
337億円

2011年3月期
受注高見通し
930億円

2011年3月期
売上高見通し
910億円

2011年3月期
受注残高見通し
357億円

その他の業種

プラスチックス・セラミックス
関連

自動車・鉄鋼・金属関連

エレクトロニクス関連

エネルギー･ガス・石油・

化学・エンジニアリング関連

・ ２０１１年３月期の受注高見通しは、９３０億円

・ ２０１１年３月期の受注残高見通しは、３５７億円

（ 「その他の業種」 の受注残高には、紙・パルプ関連、医薬品・食品関連、航空関連などが含まれる）

１２

２０１１年３月期 受注高および受注残高見通し（単体）



Ⅰ ２０１０年３月期実績

Ⅱ 前中期経営計画実績

Ⅲ 新中期経営計画

Ⅳ 株主還元

１３

ＣＯＮＴＥＮＴＳ



GET2009 Global Expansion for the Top
グローバル市場における事業の拡大を図り業界の“雄”を目指す

定量目標 （連結ベース）

（連結）

売 上 高

営業利益

当期純利益 ４億円

９億円

８５１億円

１０年３月期

１４億円３０億円

２９億円５３億円

１,２７３億円１,３５１億円

０９年３月期０８年３月期

定 性目標

事業収益力の強化
・海外事業展開
・成長分野への積極的事業展開
・経営資源の適正配分

連結企業価値の増大
・グローバル経営資源の有効活用と
財務体質強化
・グローバルネットワークの構築と
効率運用
・グローバル人材の強化と育成

経営体制の整備・強化
・経営管理体制の構築による経営の
見える化およびグループ一体感の
醸成
・ＣＳＲを意識した経営

２７億円

４６億円

１,７００億円

数値目標

リーマンショックの影響で減少した企業収益の回復

数値目標 実 績

１４

前中期経営計画 GET2009（2007～2009）総括



ＣＯＮＴＥＮＴＳ

Ⅰ ２０１０年３月期実績

Ⅱ 前中期経営計画実績

Ⅲ 新中期経営計画

Ⅳ 株主還元

１５



新中期経営計画の概要

１６



売上高１,２７０億円、営業利益５１億円を目標

５．３７．４％２．１％Ｒ Ｏ Ａ

▲０．０１０．２４倍０．２５倍Ｄ Ｅ Ｒ

５,２８６２７,０００２１,７１４自 己 資 本

９．５１１．２％１．７％Ｒ Ｏ Ｅ

２,５３７２,９００３６３当 期 純 利 益

３,８５９５,１００１,２４１経 常 利 益

４,１５９５,１００９４１営 業 利 益

６,０９６１７,２００１１,１０４売 上 総 利 益

４１,９４２１２７,０００８５,０５８売 上 高

2009年度 2012年度 増 減

１７

単位：百万円

定量目標（連結）



売上高 エネルギー・ガス・石油・化学・エンジニアリング関連

プラスチックス・セラミックス関連

＋136 ＋81

自動車・鉄鋼・金属関連 その他の業種

エレクトロニクス関連

2009年度

2012年度

単位：億円

２５９２５９ ２９８２９８ １７１１７１ １３１１３１ ２５１２５１

＋49 ＋89

１８

業種別目標（単体）

-18

２７７２７７ １６２１６２ ９０９０ ８２８２ １６２１６２ 計計 ７７３７７３

計計 １１,,１１０１１０



・ 製鉄関連事業を軌道に乗せ、製鉄業界における第一実業の存在を確立
・ 太陽光発電を含めた新環境ビジネスの立ち上げ

ｴﾈﾙｷﾞｰ・ガス・石油・化学・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関連ｴﾈﾙｷﾞｰ・ガス・石油・化学・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関連
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（億円）

実績

２７７２７７

２１３２１３

２３９２３９
２５９２５９

10/3 11/3 12/3 13/3

業績目標（売上高）

１９

数値目標 主要業種売上高見通し（単体）

２０１０年３月期 ２７７億円 ２０１３年３月期 ２５９億円
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実績

10/3 11/3 12/3 13/3

１６２１６２

２５１２５１
２７１２７１

２９８２９８

業績目標（売上高）

エレクトロニクス関連エレクトロニクス関連

・ 実装機単体の営業を脱却し、前後工程自動化ラインの提案を推進
・ 製造ライセンスの取得、製造・販売ビジネスの展開

２０

数値目標 主要業種売上高見通し（単体）

２０１０年３月期 １６２億円 ２０１３年３月期 ２９８億円



業績目標（売上高）
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200

10/3 11/3 12/3 13/3

９０９０

１５３１５３
１６２１６２

１７１１７１

（億円）

実績

プラスチックス・セラミックス関連プラスチックス・セラミックス関連

・原料供給～製造～検査～出荷までのシステム一括受注を目指す
・ 高機能プラスチックから低コストプラスチックの提案
・ 高強度軽量材料ハニカムコア材料の販売

２０１０年３月期 ９０億円 ２０１３年３月期 １７１億円

２１

数値目標 主要業種売上高見通し（単体）



0

50

100

150

業績目標（売上高）

実績

10/3 11/3 12/3 13/3

８２８２ ８１８１

１０９１０９

１３１１３１

（億円）

自動車・鉄鋼・金属関連自動車・鉄鋼・金属関連

・自動車業界の技術改革の要であるバッテリ事業への取組み
・ 自動車のハイブリッド化に向けた新規設備を開発・構築

２２

数値目標 主要業種売上高見通し（単体）

２０１０年３月期 ８２億円 ２０１３年３月期 １３１億円



業績目標（売上高）
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実績

１６２１６２

２１１２１１
２２８２２８

２５１２５１

10/3 11/3 12/3 13/3

（億円）

その他の業種その他の業種

・医薬品業界 ： 「高品質・低コスト体質」に対応可能な商品開発
・ 航空業界 ： 空港向けスイーパー除雪車・消防車の販売展開
・ 食品業界 ： 中国・東南アジアなどを含め積極的に海外展開

２３

数値目標 主要業種売上高見通し（単体）

２０１０年３月期 １６２億円 ２０１３年３月期 ２５１億円



事業収益基盤の強化と拡大事業収益基盤の強化と拡大

グローバル展開の更なる推進 新規成長分野への取組み強化

コア・ビジネスの徹底強化

連結経営の高度化・効率化の推進連結経営の高度化・効率化の推進

財務体質の更なる強化 組織改革および人財の育成

経営システムの整備・強化

企業価値の増大企業価値の増大

２４

基本方針と定性目標（基本方針の内容）



欧州欧州

１．世界４軸体制（中国、東南アジア、米州、欧州）の深耕・強化

２．新興地域（中近東、アフリカ、中央アジア、ロシア等）への進出による５軸・６軸体制

への展開

３．石油・化学、紙パルプ、プラスチックス、エレクトロニクス、医療等、各分野における

ビジネスのグローバル展開の加速

４．現地企業との取引拡大

グローバル展開の更なる推進グローバル展開の更なる推進

中国中国 米州米州

東南ｱｼﾞｱ東南ｱｼﾞｱ

ロシアロシア

アフリカアフリカ

中央中央
ｱｼﾞｱｱｼﾞｱ中近東中近東

２５

事業収益基盤の強化と拡大（１）



１．環境・新エネルギー・水資源関連事業への積極的投資

２．二次電池関連事業（リチウムイオン電池等）の強化

３．製鉄・鉄鋼業界への積極的取組み

４．医療関連商材の積極的開拓

５．Ｍ＆Ａ・投資による収益基盤の強化

１．現場力を活かした主要取引先との関係強化・深耕

２．取引先の研究開発部門への更なる積極的提案営業と投資

３．輸出入商材および多国間取引の拡大

新規成長分野への取組み強化新規成長分野への取組み強化

コア・ビジネスの徹底強化コア・ビジネスの徹底強化

２６

事業収益基盤の強化と拡大（２）



１．資金調達多様化の推進

２．自己資本比率、ＲＯＥ、ＲＯＡの向上

３．有利子負債の有効活用

４．グローバル展開に伴う債権回収リスク管理の徹底・強化

１．グループ内組織の再編成

２．グローバル人財の確保・育成と経営への参画推進

３．ダイナミックな人財の流動化

４．創造力を育む教育体制の整備

財務体質の更なる強化財務体質の更なる強化

組織改革および人財の育成組織改革および人財の育成

２７

連結経営の高度化・効率化の推進（１）



１．ＩＴインフラの整備・強化

２．コンプライアンス・内部統制の徹底

３．リスク・マネジメントの徹底・強化

４．ナレッジ・マネジメント・システムの整備

５．ＣＳＲ・環境への取組み強化

経営システムの整備・強化経営システムの整備・強化

２８

連結経営の高度化・効率化の推進（２）



Ⅰ ２０１０年３月期実績

Ⅱ 前中期経営計画実績

Ⅲ 新中期経営計画

Ⅳ 株主還元

２９

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
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中間配当 期末配当 記念配当

創立55周年
記念配当3円

創立60周年
記念配当3円

・ ２００８年３月期は当社創立６０周年記念配当を実施し、年間配当は１８円
・ ２０１０年３月期年間配当は、業績および配当性向等を考慮し７円

・ 配当性向は単体利益に対して３０％～５０％を目処

（円）

35.5 35.2

42.2

39.5 39.7

20
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40

50

配当性向

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

（％）

年間配当
7円

３０

配当金の推移・配当性向

創立50周年
記念配当2.5円



本資料に記載されている当社の業績見通し、経営目標、その他歴史的事実でないものは、現時点
での入手可能な情報に基づき、将来の業績に関する見通しを示したものです。実際の業績は、さま
ざまな要因によりこれらの業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。

ご清聴ありがとうございました

お問合せ先

東京都千代田区二番町１１番１９号

ＩＲ・広報室 Tel：03-5214-8613 Fax：03-5214-8503

ホームページ http://www.djk.co.jp/


